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京都大原パブリックコース

月           例           杯

開催要項

※土日月例杯の参加は正会員のみとする。

（順位決定方法）

※ハンディキャップ査定前の方は、順位対象外として参加する事ができる。

（競技規則）

※男子で６５歳以上の方は、白マークを使用することができる。(本年中に該当年齢になられる方を含む)

日本ゴルフ協会ゴルフ規則と、この競技特別規則を適用する。

Ａクラス：プラス～14.9 ・Ｂクラス：15.0～36.0

（裁       定）

各クラスの参加者が１６名以上の場合はクラス分けを行う。

（スタート組合せ）

毎月1日時点のハンディキャップを適用する。

（競技成立） 

各クラス毎に成績上位25％と、両クラス共通でベストグロスを表彰する。

尚、ベストグロスの決定も同様とする。

競技委員会は競技の条件を修正する権限を有し、運行に関する一切の事項は競技委員会の決定により行う。

（月例杯チャンピオン大会出場権利）

各クラス上位5名及びベストグロスは、グランドマンスリーへ参加することができる。

※欠席や組合せの都合にて予約のスタート時間及び組合せを変更をする場合がある。

（参加資格） 

※競技会前日15:00以降の取消は、お1人1,100円のキャンセル料が必要となる。

各クラス優勝者は、月例杯チャンピオン大会へ参加することができる。

（グランドマンスリー出場権利） 

※後続組に空き枠がない場合は失格となる場合がある。

により順位を決定する。

競技会前日15:00時点に組合せを確定する。

欠席する場合は必ずコース(075-744-2331京都大原パブリックコース)まで連絡すること。

初参加又は３ヶ月以内に参加のない場合、5位までの入賞はできない。

同ネットの場合は①マッチング・スコアカード方式(インコース)②カウントバック(１８番から)③抽選

（予約のキャンセル）

（競技受付）

スタート時間の１０分前までにチェックインが済んでいない場合は、２打罰を加算する。

（上位入賞制限）

（表彰及び入賞）

※組合せの確定後はご希望による組合せ変更はできない。

フレンドリー会員とする。

※毎月5日までに開催する月例杯は、前月のハンディキャップを適用する。

競技参加者が１６名以上をもって成立とする。

（クラス分け）

（プレーの条件） 

１８ホール・ストロークプレー(アンダーハンディ競技)

男子：青マーク、女子：ゴールドマークを使用する。

（使用ティー）

（ハンディキャップ）
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競技委員長

2024.03.02

予備グリーンは目的外グリーンとし、球が乗っている場合だけでなく、スタンスやスイング区域の障害となる

目的外グリーン

(a)修理地の区域は、青杭又は白線をもってその限界を定める

異常なコース状態（動かせない障害物を含む）（規則16）

(b)片側だけ定められているペナルティーエリアは無限に及ぶものとする

※打ち直し回数に応じて罰打を加算すれば、打ち直し後に特設ティーを使用することができる

としてプレーすることができる

ローカル・ルール
月       例       杯

使用ティーマーク

   ※男子で６５歳以上の方は、白マークを使用することができる(本年中に該当年齢になられる方を含む)

・男子：青マーク、女子：ゴールドマーク を使用する

(b)動かせない障害物

レッドペナルティーエリア

(a)アウトオブバウンズの境界は白杭をもって表示する

(a)レッドペナルティエリアの境界は赤杭又は赤線をもって表示する

   ※線と杭が併用されている場合は、線がその限界を定める

アウトオブバウンズ(ＯＢ)

(b)現にプレーするホール以外のインバウンズ部分に止まったとしてもアウトオブバウンズとする

   (2)カート道路は左右全幅をもって動かせない障害物とする(そのままプレーすることもできる)

       は動かせない障害物とする

   (1)ジェネラルエリアにある舗装道路・散水栓・排水溝・樹木の支柱・芝生保護マット・その他人工の構築物

全ホール第１打がＯＢ又は紛失球の場合、特設ティーよりプレーイング４(ショートホールはプレーイング３)

アウトオブバウンズ時の処置

(c)大雨によるバンカー内の流水跡は修理地とする

乗用カートに搭載しているカートナビゲーションは使用可とする

カートナビゲーション

※9ホールを終了して待ち時間がある場合はパターのみ練習することができる(打席練習場は使用禁止)

終了したばかりのパッティンググリーンやその近くで練習してはならない

練習(規則5,7)

場合も罰なしに救済を受けなければならない


